
ミナモ通信
大切な命を守るために
知っておきたい風水害への備え

平成30年7月豪雨は、県内初となる大雨特別警報が発表されるなど、記録的な豪雨となりました。これから梅雨や台風など、
大雨による川の氾濫や土砂災害に注意が必要なシーズンを迎えます。被害を最小限に抑えるために、日ごろから防災意識を
持ち、自分や家族の安全を守りましょう。

■問／県庁防災課 ☎058（272）1125、県庁河川課 ☎058（272）8593、県庁砂防課 ☎058（272） 8621

風水害に備えるには？【情報収集編】
市町村が配布しているハザードマップで避難所までの経路や危険な場所などを日ごろから確認しておきましょう。
県では下記ウェブサイトで防災情報を提供しています。また、登録制のメール配信もありますので、活用してください。

自宅周辺の危ない
場所を確認しよう！

ぎふ山と川の
危険箇所マップ

ぎふ山と川 検 索

土砂災害から
身を守ろう！

ぎふ土砂災害
警戒情報ポータル

ぎふ土砂災害 検 索

河川の水位や雨量を
チェックしよう！

岐阜県
川の防災情報

ぎふ川の防災 検 索

大雨、洪水、道路規制情報を
手に入れよう！

ぎふ川と道の
アラームメール

ぎふ川と道 検 索

登録方法は2つ

1 

今すぐ
登録!右の二次元コードを読み取り、ウェブサイトに接続

後、記載された手順に従って登録

2 下記メールアドレスに空メールを送信。返信メールに
記載された手順に従って登録
E-mail：t-gifu@sg-m.jp 

風水害が起こった時は？【避難の心得編】
災害が発生、もしくは発生するおそれがある場合、警戒レベルに応じた避難情報が各市町村から発令されます。
命を守る重要な情報ですので、内容や違いを正しく理解し、早めの避難行動を心がけましょう。

危険度

避難情報 警戒レベル３
避難準備・高齢者等避難開始

発令時の
状況

●夜間から早朝に大雨になることが
　予想されるとき 

●河川水位が避難判断水位に達したとき
　　　　　　　　　　　　　　  など 

とるべき
行動

●高齢の方など避難に時間がかかる方は
　立ち退き避難
●その他の方は立ち退き避難の準備、
　自発的に避難　　

警戒レベル４
避難勧告、避難指示( 緊急) 

●土砂災害警戒情報が発表されたとき
●河川水位が氾濫危険水位に達したとき
　　　　　　　　　　　　　　　など

●全員が速やかに立ち退き避難 

●事態が切迫している場合は、直ちに命を守る行動
　（近隣の安全な場所への避難や建物内のより
　安全な部屋への移動など）

警戒レベル５
災害発生

●既に災害が発生

●命を守るための
　最善の行動

※警戒レベル１、２は気象庁が発令します


